
 １．　評 価 結 果 概 要 表
【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】
事業所番号

事業所名

　　

評価機関名

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（平成１９年１１月１５日事業所記入）

1 ユニット 人

7 人

（２）建物概要

造り 　

1 階建ての ～1 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

家賃（平均月額） 円 その他の経費(月額) 円

敷　　　　金

食材料費 朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要（平成１９年１１月１５日現在　）

利用者人数 6 名 男性 名 女性 6 名

要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４

要介護５ 要支援２

年齢 平均 82 歳 最低 70 歳 最高 95 歳

（５）協力医療機関

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

　　昭和・平成８年１１月１日

利用定員数計 　

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

地域の自治会に加入し地区の行事に参加したり、グループホームの行事
の案内も行っている。公民館の掃除当番や側溝掃除を行っている。隣人
や地区民から温かい声かけを受けている。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

職員は利用者と家族をつなぐ役割を、より細やかに行なうために担当制
がとられている。ホームの利用料を持参してもらう方法で、家族との意
見や希望、苦情を聞く機会を設けている。

（１）組織概要

法人名

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

　有（　　　　　　円）
　無

有　／　無
有りの場合
償却の有無

9

実費

平成20年1月25日

運営推進会議は２か月ごとに開催されている。推進会議のメンバーであ
る地域消防団部長から、火災、水害時の防災と避難対処法を受け、利用
者と共に２か月ごとに避難訓練が行なわれている。

所在地

平成８年に賃貸住宅をグループホームとして改装し、１０年以上経過している。家族
数の多い一家として近隣住民から受け入れられている感じである。ホーム内の間取り
は利用者がこれまで生活してきた環境に近く、職員の温かい寄り添いに包まれ、利用
者は落ち着いて安心して暮らせる雰囲気がうかがえる。この地域一帯の家は床上浸水
被害後、道路からかなり高く建築されており、ホームも玄関までは石段を登ったとこ
ろにあり、職員には介護負担は否めない。しかし、南側には一間幅の広い日当たりの
良いベランダがあり、ホームの半周を芝生で覆われた庭に降りられ、花壇や菜園もあ
り散歩ができる広さである。「地域の中で安心して暮らせることを支援し、地域に開
かれたグループホームつくり」に向けて、職員が一体となり積極的に取り組まれてい
る。

訪問調査日

4570600249

所在地

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会

木造
建物構造

ユニット数

職員数

平成19年12月11日 評価確定日

宮崎県宮崎市原町２番２２号

開設年月日

780

保証金の有無
(入居一時金含む)

9,000

または1日当たり

協力医療機関名 医療法人誠和会和田病院、協和病院、特定医療法人泉和会千代田病院

3

0

0

1

2

0

社会福祉法人ひまわり会

永寿園グループホームひなたぼっこ

宮崎県日向市大字富高３４３－１

（電　話）0982-54-1646

作成日　平成２０年１月２５日　

　有（　　　　　　円）　　　　　無

重
点
項
目
① 項目一つ一つを点検し、取り組むべき項目をきちんと抽出している。グ

ループホームの１９年度目標が文章化され、職員全員が目標を目指し取
り組もうとしている姿勢と情熱が随所にうかがわれる。

前回の調査時の評価や助言を受け、浴室の段差は改善された。植栽のせ
んていや芝生の除草には、ボランティアと母体施設職員も協力し実行さ
れている。

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

常勤３人,  非常勤４人,  常勤換算３人 今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

1 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会　福祉サービス評価機構


